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末
刊
行
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中
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解
剖
学
書
に
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い
て
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学
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科
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較
文
明
学
専
攻
博
士
課
程
後
期
課
程

〔
要
旨
〕『
全
体
闡
微
』（
一
八
八
一
）
は
、
近
代
中
国
に
は
じ
め
て
も
た
ら
さ
れ
た
中
国
文
に
よ
る
人
体
解
剖
学
の
専

門
書
で
、
ヘ
ン
リ
ー
・
グ
レ
イ
のA

natom
y, descriptive and surgical

（
初
版
一
八
五
八
）
を
も
と
に
編
訳
さ
れ
た
。

『
全
体
闡
微
』
は
、
解
剖
学
用
語
の
中
国
語
訳
を
定
め
る
意
図
で
刊
行
さ
れ
、
当
時
の
広
東
・
上
海
・
福
州
を
中
心
に

活
動
す
る
医
療
宣
教
師
の
間
で
広
く
支
持
さ
れ
た
。『
全
体
通
考
』（
一
八
八
六
）
も
グ
レ
イ
の
解
剖
学
書
を
も
と
に
編

訳
さ
れ
、
清
朝
の
附
属
機
関
で
あ
る
京
師
同
文
館
よ
り
刊
行
さ
れ
た
が
、『
全
体
闡
微
』
と
異
な
る
訳
語
が
用
い
ら
れ

た
。
つ
ま
り
、
近
代
中
国
に
お
け
る
西
洋
医
学
の
移
入
で
、
グ
レ
イ
の
解
剖
学
書
は
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
が
、
解

剖
学
用
語
の
中
国
語
訳
は
、
中
央
と
地
方
と
で
不
統
一
に
終
わ
っ
た
の
で
あ
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド―

『
全
体
闡
微
』、『
全
体
通
考
』、
医
療
宣
教
師
、
ヘ
ン
リ
ー
・
グ
レ
イ
（H

enry G
ray

）、

A
natom

y, descriptive and surgical
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は
じ
め
に
．

一
般
に
、
英
国
人
医
療
宣
教
師
ホ
ブ
ソ
ン
が
編
訳
し
た
『
全
体
新
論
』（
一
八
五
一
）（

1
）は

、
近
代
中
国
に
お
い
て
は
じ
め
て
の
中
国

文
に
よ
る
西
洋
解
剖
生
理
学
書
と
し
て
知
ら
れ
る
。
そ
し
て
今
日
も
、
近
代
中
国
に
お
け
る
本
格
的
な
西
洋
医
学
移
入
の
起
点
を
担
っ

た
書
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
る
。

し
か
し
、『
全
体
新
論
』
が
伝
え
た
解
剖
生
理
学
の
内
容
は
あ
く
ま
で
教
養
レ
ベ
ル
の
も
の
で
あ
っ
て
、
近
代
中
国
に
は
じ
め
て
中

国
文
に
よ
る
本
格
的
な
人
体
解
剖
学
の
専
門
書
が
も
た
ら
さ
れ
る
の
は
、
後
の
米
国
人
医
療
宣
教
師
オ
ス
グ
ッ
ド
ら
に
よ
る
『
全ぜ
ん

体た
い

闡せ
ん

微び

』（
一
八
八
一
）
の
刊
行
を
待
つ
こ
と
と
な
る
。『
全
体
闡
微
』
は
、
主
に
ヘ
ン
リ
ー
・
グ
レ
イ
のA

natom
y, descriptive and surgical

を
も
と
に
中
国
文
に
編
訳
さ
れ
た
人
体
解
剖
学
の
専
門
書
で
あ
る
。
ま
た
、
清
朝
政
府
の
一
機
関
内
に
設
立
さ
れ
た
京
師
同
文
館
か
ら

は
『
全
体
通
考
』（
一
八
八
六
）
が
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
も
グ
レ
イ
の
同
書
を
も
と
に
編
訳
さ
れ
た
中
国
文
人
体
解
剖
学
書
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
清
末
の
中
国
に
お
い
て
は
、
グ
レ
イ
の
同
書
を
も
と
に
し
た
翻
訳
解
剖
学
書
が
、
西
洋
医
学
移
入
の
重
要
な
役
割
を
果

た
し
た
の
で
あ
る
。

従
来
の
研
究
で
は
、
そ
れ
ら
近
代
中
国
に
お
け
る
翻
訳
解
剖
学
書
の
具
体
的
意
義
や
内
容
に
つ
い
て
は
、
充
分
検
討
さ
れ
て
こ
な

か
っ
た
。
本
稿
で
は
、『
全
体
闡
微
』『
全
体
通
考
』
の
両
書
と
グ
レ
イ
の
原
書
を
中
心
に
論
じ
た
い
。

一
．『
全
体
新
論
』
に
つ
い
て

『
全
体
新
論
』
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
様
々
な
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
再
度
本
稿
の
視
点
で
簡
単
に
触
れ
て
お
き

た
い
。

英
国
人
宣
教
医
師
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
ホ
ブ
ソ
ン
（B

enjam
in H

obson　

一
八
一
六
〜
一
八
七
三　

中
国
名　

合
信
）
に
よ
る
『
全
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体
新
論
』（
一
八
五
一
）
が
、
近
代
中
国
に
お
け
る
西
洋
医
学
移
入
の
第
一
歩
を
担
っ
た
書
で
あ
る
と
い
う
側
面
か
ら
、『
全
体
新
論
』

の
果
た
し
た
役
割
を
、
日
本
に
お
け
る
『
解
体
新
書
』
の
果
た
し
た
役
割
に
重
ね
て
み
る
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、『
全
体
新
論
』
に

記
さ
れ
る
医
学
の
内
容
は
概
略
程
度
の
も
の
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
伝
道
の
た
め
の
内
容
を
大
き
く
盛
り
込
ん
で
お
り
、
厳
密
な
意
味

で
医
学
の
専
門
書
と
は
い
え
な
い
こ
と
、
そ
し
て
、
ホ
ブ
ソ
ン
と
い
う
異
邦
人
主
導
で
編
訳
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
は
注
意
が
必

要
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
日
本
に
お
い
て
『
解
体
新
書
』
が
果
た
し
た
西
洋
医
学
受
容
の
原
点
的
役
割
と
、
中
国
に
お
い
て
『
全
体
新
論
』

が
果
た
し
た
西
洋
医
学
移
入
の
原
点
的
役
割
に
は
質
的
な
違
い
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

そ
う
し
た
注
意
点
を
も
つ
『
全
体
新
論
』
で
は
あ
る
が
、
こ
の
書
が
多
数
の
人
体
解
剖
図
を
掲
載
す
る
こ
と
か
ら
、
当
時
の
中
国
伝

統
の
医
家
た
ち
の
注
目
を
集
め
て
い（

2
）る

。
特
に
「
中ち

ゅ
う
せ
い
い

西
医
匯か

い
つ
う通

派は

」
と
呼
ば
れ
る
中
国
伝
統
の
医
家
の
一
派
の
著
し
た
医
学
書
で
は
、

『
全
体
新
論
』
に
掲
載
さ
れ
る
人
体
解
剖
図
が
多
数
引
用
さ
れ
て
い（

3
）る

。『
全
体
新
論
』
に
掲
載
さ
れ
る
図
は
二
百
七
を
数
え
る
が
、
そ

の
全
て
は
人
体
解
剖
図
で
は
な
く
、
ヒ
ト
以
外
の
動
物
に
関
す
る
も
の
等
を
含（

4
）む

。
ヒ
ト
に
関
す
る
解
剖
図
だ
け
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す

れ
ば
百
六
十
四
を
数
え
る
が
、
こ
れ
ら
の
中
に
は
病
態
を
表
す
図
が
十
点
、
胚
胎
や
胎
児
等
を
表
す
図
が
十
一
点
含
ま
れ
る
。
つ
ま
り
、

『
全
体
新
論
』
に
掲
載
さ
れ
る
図
の
中
で
、
正
常
態
の
人
体
解
剖
図
だ
け
を
数
え
れ
ば
百
四
十
三
で
あ
る
。『
解
体
新
書
』『
重
訂
解

体
新
書
』『
医
範
提
綱
』
の
三
書
に
掲
載
さ
れ
る
人
体
解
剖
図
を
数
え
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
順
に
百
二
十
八
、
百
三
十
、
六
十
五
で
あ
る

か（
5
）ら

、
こ
れ
ら
と
比
較
す
る
限
り
、『
全
体
新
論
』
が
掲
載
し
た
人
体
解
剖
図
が
、
視
覚
的
情
報
量
と
い
う
側
面
で
は
一
定
の
も
の
を

備
え
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ホ
ブ
ソ
ン
が
、
中
国
へ
の
西
洋
医
学
の
移
入
を
意
図
し
て
次
々
に
刊
行
し
て
い
っ
た
『
全
体
新
論
』（
一
八
五
一
）、『
博
物
新
編
』

（
一
八
五
五
）、『
西
医
略
論
』（
一
八
五
七
）、『
婦
嬰
新
説
』（
一
八
五
八
）、
お
よ
び
『
内
科
新
説
』（
一
八
五
八
）
は
、
後
に
『
西
医

五
種
』
と
し
て
ひ
ろ
ま
り
、
近
代
中
国
に
西
洋
医
学
の
体
系
を
伝
え
る
初
歩
的
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
は
、
今
日
の
一
般
的
な
評
価
で

あ
る
。
し
か
し
、
ホ
ブ
ソ
ン
の
直
後
に
中
国
で
活
躍
し
た
医
療
宣
教
師
オ
ス
グ
ッ
ド
は
、『
全
体
新
論
』
が
あ
く
ま
で
も
入
門
者
向
け
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に
西
洋
医
学
の
概
要
を
伝
え
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
と
批
判
し
て
い（

6
）る

。
そ
し
て
、
オ
ス
グ
ッ
ド
は
中
国
に
本
格
的
な
人
体
解
剖
学
の
専

門
書
を
も
た
ら
す
明
確
な
意
図
を
も
っ
て
、『
全
体
闡
微
』
を
編
訳
し
た
の
で
あ
る
。

二
．『
全
体
闡
微
』
に
つ
い
て

『
全
体
闡
微
』
は
、
米
国
人
医
療
宣
教
師
オ
ス
グ
ッ
ド
（D

auphin W
illiam

 O
sgood　

一
八
四
五
〜
一
八
八
〇　

中
国
名　

柯
為
良
）

ら
が
、
ヘ
ン
リ
ー
・
グ
レ
イ
のA

natom
y, descriptive and surgical

を
も
と
に
編
訳
し
た
中
国
文
に
よ
る
人
体
解
剖
学
の
専
門
書
で
あ

る
。
オ
ス
グ
ッ
ド
は
福
州
の
聖
教
医
館
を
拠
点
に
医
療
宣
教
活
動
を
展
開
し
、
他
に
同
医
館
で
の
活
動
状
況
等
を
ま
と
め
た
『
医
館
略

述
』
を
刊
行
し
て
い（

7
）る

。

『
全
体
闡
微
』
の
初
版
刊
行
は
一
八
八
一
年
で
あ
る
が
、
オ
ス
グ
ッ
ド
に
よ
る
序
は
一
八
八
〇
年
に
つ
く
る
。『
全
体
闡
微
』
は
全
六

巻
三
冊
の
構
成
で
あ
る（

8
）が

、
オ
ス
グ
ッ
ド
は
一
八
八
〇
年
八
月
に
熱
中
症
に
よ
り
殉
職
し
た
た
め
に
、
実
際
に
オ
ス
グ
ッ
ド
自
身
が
書

き
上
げ
た
の
は
巻
一
、
巻
二
、
お
よ
び
全
巻
の
巻
末
に
設
け
ら
れ
た
英
語―

中
国
語
に
よ
る
解
剖
学
用
語
対
訳
表anatom

ical vocabulary 

in E
nglish and C

hinese

の
み
で
あ
る
。
そ
し
て
、
彼
の
同
僚
で
あ
る
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
（H

.T. W
hitney

）
ら
が
、
オ
ス
グ
ッ
ド
の
意

志
を
受
け
継
ぎ
、
残
り
の
巻
三
か
ら
巻
六
ま
で
を
完
成
さ
せ
、
一
八
八
一
年
に
刊
行
す
る
に
至
っ
た
の（

9
）だ

。
オ
ス
グ
ッ
ド
が
書
き
上
げ

た
巻
末
のanatom

ical vocabulary in E
nglish and C

hinese
は
、
全
巻
で
用
い
ら
れ
る
解
剖
学
用
語
の
対
訳
表
で
、
カ
ー
（
後
述
）

を
中
心
と
す
る
医
療
宣
教
活
動
に
お
け
る
解
剖
学
用
語
の
中
国
語
訳
を
確
定
す
る
意
図
上
に
お
い
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し

て
、
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
ら
は
、
オ
ス
グ
ッ
ド
の
作
成
し
た
対
訳
表
に
基
づ
い
て
、『
全
体
闡
微
』
を
完
成
さ
せ
た
。
つ
ま
り
、
オ
ス
グ
ッ

ド
は
『
全
体
闡
微
』
の
編
訳
半
ば
で
没
し
て
は
い
る
が
、
全
巻
で
用
い
ら
れ
る
主
要
な
解
剖
学
用
語
の
中
国
語
訳
の
確
定
と
い
う
最
も

重
要
な
作
業
は
完
成
さ
せ
た
の
で
あ
る
。『
全
体
闡
微
』
巻
末
の
対
訳
表anatom

ical vocabulary in E
nglish and C

hinese

に
リ
ス
ト

ア
ッ
プ
さ
れ
る
解
剖
学
用
語
は
千
七
百
三
十
三
語
を
数
え
る
。
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一
方
、
ホ
ブ
ソ
ン
の
『
全
体
新
論
』
を
は
じ
め
と
す
る
『
西
医
五
種
』
で
中
国
語
に
訳
出
さ
れ
た
解
剖
学
の
語
彙
に
は
、
多
く
の
異

同
が
み
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
広
義
の
神
経
を
意
味
す
る
中
国
語
訳
を
み
れ
ば
「
脳
気
筋
」「
脳
筋
」「
気
筋
」「
筋
」「
脳
髄
筋
」
が
用

い
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
あ
ま
り
に
も
一
貫
性
を
も
た
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
ホ
ブ
ソ
ン
は
中
国
に
お
け
る
医

療
宣
教
活
動
最
後
の
年
で
あ
る
一
八
五
八
年
に
『
医
学
英
華
字
釈
』
を
刊
行
し
て
い
る
が
、
こ
の
書
の
主
旨
は
語
釈
、
す
な
わ
ち
原
語

（
英
語
）
の
医
学
用
語
を
中
国
文
で
説
明
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
医
学
用
語
の
中
国
語
訳
を
確
定
さ
せ
よ
う
と
す
る
明
確
な
意
図
は
み

ら
れ
な（

10
）い

。
つ
ま
り
、
ホ
ブ
ソ
ン
の
中
国
で
の
刊
行
活
動
の
集
大
成
と
い
う
べ
き
『
医
学
英
華
字
釈
』
に
お
い
て
も
、
解
剖
学
用
語
と

し
て
の
体
系
的
な
中
国
語
訳
は
示
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
分
量
的
な
比
較
に
お
い
て
も
、『
医
学
英
華
字
釈
』
に
リ
ス
ト
ア
ッ
プ

さ
れ
る
解
剖
学
に
関
す
る
見
出
し
語
は
六
百
五
十
四
を
数
え
る
に
と
ど
ま
り
、『
全
体
闡
微
』
巻
末
の
対
訳
表
で
示
さ
れ
た
千
七
百
三

十
三
語
の
解
剖
学
用
語
を
大
き
く
下
回
る
も
の
で
あ
る
。

オ
ス
グ
ッ
ド
が
『
全
体
闡
微
』
で
原
語
（
英
語
）
の
解
剖
学
用
語
を
中
国
語
に
訳
出
す
る
際
に
足
が
か
り
と
し
た
の
は
、
ホ
ブ
ソ
ン

が
『
全
体
新
論
』
で
創
出
し
た
中
国
語
訳
で
あ
る
が
、
ホ
ブ
ソ
ン
の
中
国
語
訳
に
あ
る
問
題
に
は
充
分
注
意
が
払
わ
れ
て
い
る
。
先
に

触
れ
た
よ
う
に
、
ホ
ブ
ソ
ン
は
広
義
の
神
経
を
意
味
す
る
中
国
語
訳
と
し
て
「
脳
気
筋
」「
脳
筋
」「
気
筋
」
等
、
数
種
類
を
用
い
た
が
、

『
全
体
闡
微
』
で
そ
れ
は
一
貫
し
て
「
脳
筋
」
の
語
で
統
一
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、『
全
体
闡
微
』
に
掲
載
さ
れ
る
人
体
解
剖
図
の
全
て
は
正
常
態
に
関
す
る
も
の
で
、
図
数
は
二
百
七
十
三
を
数
え
る
。『
全
体

新
論
』
に
掲
載
さ
れ
る
正
常
態
の
人
体
解
剖
図
は
百
四
十
三
で
あ
る
か
ら
、『
全
体
闡
微
』
は
そ
れ
を
は
る
か
に
上
回
る
人
体
解
剖
図

を
掲
載
す
る
も
の
で
あ
る
。

オ
ス
グ
ッ
ド
は
、
一
八
七
七
年
に
上
海
で
開
か
れ
た
宣
教
師
に
よ
る
協
議
会
で
、
中
国
文
に
よ
る
本
格
的
な
解
剖
学
テ
キ
ス
ト
の
編

纂
を
引
き
受
け
て
お
り
、
こ
の
協
議
会
で
の
要
求
に
従
っ
て
刊
行
さ
れ
た
の
が
『
全
体
闡
微
』
で
あ（

11
）る

。
一
方
、
ホ
ブ
ソ
ン
の
医
療

宣
教
活
動
の
後
に
、
最
も
精
力
的
に
翻
訳
医
学
書
の
執
筆
活
動
を
行
っ
た
の
は
米
国
人
宣
教
医
師
の
カ
ー
（John G

lasgow
 K

err 

一
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八
二
四
〜
一
九
〇
一　

中
国
名　

嘉
約
翰
）
で
、
カ
ー
は
一
八
五
四
年
に
広
東
入
り
し
た
後
、
一
八
五
九
年
に
は
同
地
に
博
済
医
院
を

設
立
さ
せ
、
医
院
長
の
地
位
に
就
い（

12
）た

。
そ
し
て
、
カ
ー
は
自
ら
中
国
文
に
よ
る
西
洋
医
学
書
を
編
纂
し
、
そ
れ
を
併
設
の
羊
城
博
済

医
局
か
ら
次
々
と
刊
行
し
て
い
っ
た
。
カ
ー
は
自
ら
編
纂
し
た
中
国
文
西
洋
医
学
書
の
中
で
、『
全
体
闡
微
』
で
確
定
さ
れ
た
解
剖
学

用
語
の
中
国
語
訳
を
採
用
す
る
と
と
も
に
、
人
体
解
剖
学
の
専
門
書
と
し
て
『
全
体
闡
微
』
を
参
照
す
る
よ
う
に
推
奨
し
て
い（

13
）る

。

カ
ー
が
編
纂
し
た
『
内な
い

科か

闡せ
ん

微び

』
の
一
八
八
九
年
の
再
版
本
等
に
は
、『
全
体
闡
微
』
が
羊
城
博
済
医
局
（
羊
城
と
は
今
日
の
広
東
）

や
上
海
美
華
書
館
等
よ
り
発
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
宣
伝
す
る
広
告
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
一
八
九
三
年
に
福
州
美
華
書
局
よ

り
刊
行
さ
れ
た
『
保
福
山
聖
教
医
館
略
述
十
八
編
』
に
も
、
カ
ー
の
著
作
と
と
も
に
『
全
体
闡
微
』
を
あ
げ
た
広
告
が
み
ら
れ（

14
）る

。
つ

ま
り
、『
全
体
闡
微
』
は
、
カ
ー
の
著
作
と
と
も
、
広
東
・
上
海
・
福
州
を
中
心
に
広
く
販
売
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
そ
れ

ら
の
広
告
に
一
八
八
六
年
刊
行
の
『
全
体
通
考
』
の
書
名
は
み
ら
れ
な
い
。

三
．『
全
体
通
考
』
に
つ
い
て

『
全
体
通
考
』（
一
八
八
六
）
は
、
英
国
人
医
療
宣
教
師
ダ
ッ
ジ
ョ
ン
（John D

udgeon　

一
八
三
七
〜
一
九
〇
一　

中
国
名　

徳
貞
）

に
よ
る
編
訳
解
剖
学
書
で
、
京
師
同
文
館
（
所
在
地
は
今
日
の
北
京
）
よ
り
刊
行
さ
れ（

15
）た

。
京
師
同
文
館
は
洋
務
運
動
の
一
環
と
し
て
、

一
八
六
二
年
に
清
朝
政
府
の
外
交
機
関
で
あ
る
総
理
各
国
事
務
衙
門
の
下
に
附
設
さ
れ
た
教
育
部
門
で
あ
る
。
当
初
は
外
国
語
教
育
が

主
で
あ
っ
た
が
、
後
に
西
洋
の
各
学
科
も
幅
広
く
教
育
す
る
と
と
も
に
、
西
洋
の
各
学
科
の
教
科
書
を
刊
行
し
て
お
り
、『
全
体
通
考
』

も
京
師
同
文
館
に
お
け
る
医
学
教
育
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
編
訳
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、『
全
体
通
考
』
は
専
ら
京
師
同
文
館

と
い
う
清
朝
の
一
機
関
内
で
の
刊
行
物
で
あ
り
、
広
東
・
上
海
・
福
州
を
中
心
に
広
く
販
売
さ
れ
た
『
全
体
闡
微
』
ほ
ど
の
広
汎
性

は
も
た
な
い
の
で
あ
る
。
な
お
、
ダ
ッ
ジ
ョ
ン
は
一
八
六
〇
年
に
北
京
に
入
る
と
、
一
八
六
四
年
に
同
地
に
英
国
教
会
の
設
立
し
た

「
施
医
院
」
の
院
長
を
務
め
た
。
そ
の
後
の
一
八
七
一
年
、
京
師
同
文
館
に
医
学
講
座
が
開
設
さ
れ
る
と
、
こ
の
講
座
の
初
代
教
官
を
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務
め（

16
）た

。

『
全
体
通
考
』
も
『
全
体
闡
微
』
と
同
様
に
、
グ
レ
イ
のA

natom
y, descriptive and surgical

を
も
と
に
編
訳
さ
れ
た
中
国
文
に
よ

る
人
体
解
剖
学
書
で
あ
る
。『
全
体
通
考
』
は
巻
首
、
十
八
巻
、
図
上
下
巻
の
全
十
八
冊
の
構
成
で
あ
る
。『
全
体
闡
微
』
が
六
巻
全
三

冊
の
構
成
で
あ
る
の
と
比
較
し
て
も
、
大
規
模
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。『
全
体
通
考
』
の
最
大
の
特
徴
は
、
解
剖
図
が
別
冊

の
上
・
下
巻
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
総
図
数
は
五
百
八
十
五
を
数
え
る
。『
全
体
通
考
』
に
掲
載
さ
れ
る
解
剖
図
の

総
数
五
百
八
十
五
の
う
ち
、
正
常
態
の
人
体
解
剖
図
は
五
百
六
十
四
を
数
え
、
こ
れ
は
全
体
の
九
十
六
％
強
を
占
め
る
。
残
り
の
四
％

は
、
ヒ
ト
以
外
の
動
物
に
関
す
る
解
剖
図
等
で
、
読
者
の
わ
か
り
や
す
さ
に
配
慮
し
て
い
る
。

先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
ホ
ブ
ソ
ン
の
『
全
体
新
論
』
は
、
全
図
数
二
百
七
の
う
ち
、
ヒ
ト
以
外
の
動
物
に
関
す
る
解
剖
図
は
四
十

一
を
数
え
、
こ
れ
は
全
図
数
の
約
二
十
％
を
占
め
、
正
常
態
の
人
体
解
剖
図
は
百
四
十
三
で
、
こ
れ
は
全
図
数
の
六
十
九
％
を
占
め
る

に
と
ど
ま
る
。
ま
た
、『
全
体
新
論
』
で
は
本
文
の
各
所
に
一
般
科
学
や
、
東
西
の
医
療
事
情
に
関
す
る
内
容
が
織
り
込
ま
れ
る
が
、

ダ
ッ
ジ
ョ
ン
の
『
全
体
通
考
』
で
は
巻
首
の
一
冊
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
人
体
解
剖
学
を
論
じ
た
本
文
と
明
確
に
分
け
て
い
る
。

そ
し
て
、『
全
体
新
論
』
の
本
文
に
み
ら
れ
た
宗
教
に
関
す
る
内
容
は
、『
全
体
通
考
』
で
は
皆
無
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
こ
と
か

ら
わ
か
る
よ
う
に
、『
全
体
通
考
』
は
、
い
わ
ゆ
る
人
体
解
剖
学
の
専
門
書
と
し
て
編
訳
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
一
方
の
『
全
体
新
論
』

は
こ
れ
ま
で
一
般
に
認
識
さ
れ
て
き
た
よ
う
な
解
剖
生
理
学
の
専
門
書
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
教
養
書
と
し
て
の
性
質
が
強
い
と
い

え
る
。

ダ
ッ
ジ
ョ
ン
が
『
全
体
通
考
』
で
中
国
語
に
訳
出
し
た
解
剖
学
語
彙
は
、
ホ
ブ
ソ
ン
が
創
出
し
た
中
国
語
に
よ
る
解
剖
学
的
語
彙
を

も
と
に
し
た
と
み
ら
れ
る
が
、
大
部
分
は
ダ
ッ
ジ
ョ
ン
独
自
に
定
め
た
も
の
で
あ
る
。
カ
ー
ら
の
支
持
す
る
『
全
体
闡
微
』
で
定
め
ら

れ
た
解
剖
学
用
語
の
中
国
語
訳
は
取
り
入
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、『
全
体
通
考
』
に
は
解
剖
学
用
語
の
英
語―

中
国
語
の
対
訳
表
が
付

さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
、『
全
体
通
考
』
で
定
め
ら
れ
た
解
剖
学
用
語
の
中
国
語
訳
を
中
国
に
浸
透
さ
せ
る
意
図
は
な
く
、
あ
く
ま
で
、
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京
師
同
文
館
に
お
け
る
中
国
人
に
対
す
る
基
礎
医
学
教
育
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
編
訳
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

四
．『
解
剖
訓
蒙
図
』
に
つ
い
て

日
本
に
お
い
て
は
松
村
矩
明
（
一
八
四
二
〜
一
八
七
七
）
が
、
グ
レ
イ
のA

natom
y, descriptive and surgical

に
掲
載
さ
れ
る
解
剖

図
の
み
を
編
集
し
た
『
解
剖
訓
蒙
図
』（
一
八
七
二
）
を
刊
行
し
て
い（

17
）る

。『
解
剖
訓
蒙
図
』
は
、
松
村
が
レ
デ
ィ
ー
（Joseph L

eidy 

一
八
二
三
〜
一
八
九
一　

米
）
のA

n elem
entary treatise on hum

an anatom
y

（1861

）
を
も
と
に
編
訳
し
た
『
解
剖
訓
蒙
』
と
一
連

の
も
の
で
あ（

18
）る

。『
解
剖
訓
蒙
』
で
は
、
原
書
に
あ
る
解
剖
図
の
一
切
を
不
掲
載
と
し
、
そ
の
か
わ
り
と
し
て
刊
行
し
た
の
が
『
解
剖

訓
蒙
図
』
で
あ
る
。『
解
剖
訓
蒙
』
の
序
に
「
虞グ

列レ

乙イ

氏
ノ
図
絵
．
尤
モ
精
詳
ナ
リ
．
故
ニ
之
ヲ
模
写
シ
テ
別
冊
ニ
編
成
シ
．
以
テ
参

考
ニ
供
ス
」
と
あ
る
よ
う
に
、
松
村
が
グ
レ
イ
のA

natom
y, descriptive and surgical

に
掲
載
さ
れ
る
解
剖
図
を
評
価
し
た
こ
と
に
よ

る
。『
解
剖
訓
蒙
図
』
は
乾
・
坤
二
冊
、
全
九
十
九
葉
で
構
成
さ
れ
、
グ
レ
イ
の
原
書
か
ら
引
用
の
人
体
解
剖
図
は
三
百
五
十
七
を
数

え（
19
）る

。
『
全
体
闡
微
』
お
よ
び
『
全
体
通
考
』
の
両
書
は
、『
解
剖
訓
蒙
図
』
が
刊
行
さ
れ
た
一
八
七
二
年
よ
り
後
の
も
の
で
あ
る
が
、
両
書

と
も
に
グ
レ
イ
の
原
書
を
も
と
に
編
訳
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、『
解
剖
訓
蒙
図
』
と
は
直
接
の
接
点
を
も
た
な
い
。
な
お
、『
解
剖
訓

蒙
図
』
に
は
日
本
語
の
み
が
記
さ
れ
、
原
語
（
英
語
）
は
記
さ
れ
な
い
が
、『
解
剖
訓
蒙
』
に
は
主
要
な
解
剖
学
用
語
の
原
語
（
英
語
）

の
音
が
、
カ
タ
カ
ナ
で
併
記
さ
れ
て
い
る
。

五
．
ヘ
ン
リ
ー
・
グ
レ
イ
のA

n
atom

y, descriptive an
d su

rgical

に
つ
い
て

す
で
に
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、『
解
剖
訓
蒙
図
』『
全
体
闡
微
』『
全
体
通
考
』
の
三
書
が
編
訳
の
ベ
ー
ス
と
し
た
の
は
、
ヘ
ン
リ
ー
・

グ
レ
イ
（H

enry G
ray　

一
八
二
五
〜
一
八
六
一　

英
）
のA

natom
y, descriptive and surgical

で
、
初
版
は
一
八
五
八
年
で
あ
る
。
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グ
レ
イ
は
、
一
八
六
〇
年
に
第
二
版
を
出
版
す
る
と
翌
年
の
一
八
六
一
年
に
病
死
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
も
彼
の
意
志
を
受
け

継
ぐ
研
究
者
に
よ
っ
て
版
が
重
ね
ら
れ
て
お
り
、
今
日
もG

ray’s A
natom

y

と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
以
下
の
表
1
に
、
第
十
五
版

ま
で
の
出
版
年
と
、
各
版
の
主
編
者
を
ま
と
め
た
。

本
稿
で
は
、
グ
レ
イ
のA

natom
y, descriptive and surgical

（
以
下
、「
グ
レ
イ
の
原
書
」
と
呼
ぶ
）
の
初
版
、
第
二
版
、
第
五
版
、

お
よ
び
第
八
版
で
検
討
す
る
こ
と
が
で
き（

20
）た

。
版
を
重
ね
る
ご
と
に
頁
数
と
解
剖
図
数
に
増
加
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
基
本
的
に
は
初

版
の
内
容
・
構
成
を
受
け
継
い
で
い
る
。
グ
レ
イ
の
原
書
第
五
版
・
第
八
版
で
は
組
織
学
的
内
容
や
発
生
学
的
内
容
を
ま
と
め
た
解
剖

学
総
論
（G

eneral A
natom

y

）
の
章
が
加
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
こ
と

が
初
版
・
第
二
版
と
の
最
も
大
き
な
相
違
で
あ
る
。
ま
た
、
第
八
版
で
は
、

初
版
か
ら
第
五
版
ま
で
に
み
ら
れ
た
一
部
の
解
剖
図
を
掲
載
し
て
い
な
い
。

『
解
剖
訓
蒙
図
』『
全
体
闡
微
』『
全
体
通
考
』
の
三
書
の
中
で
、
グ
レ

イ
の
原
書
第
五
版
・
第
八
版
に
み
ら
れ
る
解
剖
学
総
論
の
章
立
て
を
反
映

さ
せ
て
い
る
の
は
、
唯
一
『
全
体
闡
微
』
の
み
で
あ
る
。『
全
体
闡
微
』

の
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
ら
に
よ
る
英
文
序
（
一
八
八
一
年
に
つ
く
る
）
に
よ
る

と
、
編
訳
の
ベ
ー
ス
と
し
た
グ
レ
イ
の
原
書
はN

ew
 A

m
erican edition

で
、
一
八
七
五
年
に
刊
行
さ
れ
た
第
七
版
を
ベ
ー
ス
に
し
た
可
能
性
は
低

い
と
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
グ
レ
イ
の
原
書
は
、
一
八
八
〇
年
に
は
第
九
版

が
出
版
さ
れ
て
い
る
が
、
当
時
の
交
通
事
情
と
、
オ
ス
グ
ッ
ド
が
一
八
八

〇
年
八
月
に
福
州
で
殉
職
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
版
を
ベ
ー
ス
に
し

た
可
能
性
は
否
定
さ
れ
る
。
従
っ
て
、『
全
体
闡
微
』
は
一
八
七
七
年
に

表1　Gray’s Anatomy, descriptive and surgicalの版本
版 出版年 主編者
1 1858 Henry Gray

2 1860

3 1863 Timothy Holmes

4 1865

5 1869

6 1872

7 1875

8 1877

9 1880

10 1883 Pickering Pick

11 1887

12 1890

13 1893

14 1897 Pickering Pick and R. Howden

15 1901
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刊
行
さ
れ
た
グ
レ
イ
の
原
書
第
八
版
を
も
と
に
編
訳
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

グ
レ
イ
の
原
書
第
五
版
に
あ
る
解
剖
図
は
合
計
で
四
百
六
十
二
を
数
え
る
が
、
第
八
版
で
の
解
剖
図
は
合
計
で
五
百
二
十
に
な
っ
て

い
る
よ
う
に
、
版
を
重
ね
る
ご
と
に
解
剖
図
数
は
増
加
し
て
い
る
。
し
か
し
、
第
八
版
で
は
初
版
や
第
五
版
に
あ
る
一
部
の
解
剖
図
を

廃
止
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
第
五
版
に
あ
るfig.389

、
お
よ
びfig.390

（
初
版
で
こ
れ
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
順
にfig.301

、fig.302

で

あ
る
）
の
解
剖
図
は
、
第
八
版
で
は
掲
載
し
て
い
な
い
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
『
解
剖
訓
蒙
図
』
で
は
、
グ
レ
イ
の
原
書
第
八
版
で
掲

載
さ
れ
て
い
な
い
そ
れ
ら
の
解
剖
図
の
引
用
が
あ
り
、
こ
の
点
で
は
確
か
に
グ
レ
イ
の
原
書
第
五
版
に
依
拠
し
た
と
い
う
こ
れ
ま
で
の

認
識
に
合
致
す（

21
）る

。
し
か
し
、『
解
剖
訓
蒙
図
』
で
は
、
グ
レ
イ
の
原
書
第
五
版
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
解
剖
学
総
論
の
章
編
成
を
も
っ

て
い
な
い
。
グ
レ
イ
の
原
書
第
五
版
の
解
剖
学
総
論
の
章
に
み
ら
れ
る
解
剖
図
は
、
グ
レ
イ
の
原
書
第
二
版
で
は
、
そ
の
他
の
各
章
に

挿
入
さ
れ
て
お
り
、『
解
剖
訓
蒙
図
』
の
引
用
す
る
図
は
、
グ
レ
イ
の
原
書
第
二
版
に
み
る
解
剖
図
の
配
置
と
同
様
で
あ（

22
）る

。
つ
ま
り
、

『
解
剖
訓
蒙
図
』
が
グ
レ
イ
の
原
書
か
ら
引
用
す
る
解
剖
図
の
配
置
は
、
第
五
版
で
は
な
く
、
第
二
版
と
同
様
の
も
の
で
あ
る
。

『
全
体
通
考
』
で
も
、
グ
レ
イ
の
原
書
第
五
版
に
み
ら
れ
る
解
剖
学
総
論
の
章
編
成
は
な
く
、
解
剖
図
の
引
用
・
配
置
の
点
で
も
、

グ
レ
イ
の
原
書
第
二
版
と
同
様
の
構
成
で
あ
る
。
従
っ
て
、『
全
体
通
考
』
は
一
八
八
一
年
刊
行
の
『
全
体
闡
微
』
よ
り
も
遅
い
一
八

八
六
年
の
刊
行
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
『
全
体
闡
微
』
の
依
拠
し
た
グ
レ
イ
の
原
書
第
八
版
、
あ
る
い
は
『
解
剖
訓
蒙
図
』
が
依
拠

し
た
と
さ
れ
る
グ
レ
イ
の
原
書
第
五
版
よ
り
も
以
前
の
版
を
も
と
に
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

次
に
、
グ
レ
イ
の
原
書
（
初
版
・
第
二
版
・
第
五
版
・
第
八
版
で
検
討
）、
な
ら
び
に
『
解
剖
訓
蒙
図
』『
全
体
闡
微
』『
全
体
通
考
』

の
三
書
に
掲
載
さ
れ
る
人
体
解
剖
図
の
数
を
、
原
書
の
示
す
解
剖
学
の
体
系
ご
と
に
集
計
し
、
下
記
の
表
2
に
ま
と
め
た
。
な
お
、『
全

体
闡
微
』『
全
体
通
考
』
の
両
書
が
引
用
し
た
人
体
解
剖
図
の
中
に
は
、
グ
レ
イ
の
原
書
以
外
か
ら
の
も
の
が
多
数
み
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
下
記
の
表
2
で
は
、
グ
レ
イ
原
書
か
ら
の
も
の
で
あ
る
か
、
非
グ
レ
イ
原
書
か
ら
の
も
の
で
あ
る
か
に
よ
り
区
別
し
て
図
数
を
示

し
た
。
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『
全
体
闡
微
』『
全
体
通
考
』
の
両
書
は
、
一
般
に
グ

レ
イ
の
解
剖
学
書
の
漢
訳
書
と
さ
れ
て
き
た
が
、
表
2

で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
グ
レ
イ
以
外
の
書
か
ら
も
多
く

の
人
体
解
剖
図
を
引
用
し
て
お
り
、
実
際
に
は
純
粋
に

グ
レ
イ
の
原
書
の
み
を
も
と
に
し
た
も
の
で
は
な
い
こ

と
が
わ
か
る
。『
全
体
闡
微
』
で
は
、
グ
レ
イ
以
外
の

引
用
を
一
切
明
ら
か
に
し
て
な
い
が
、『
全
体
通
考
』

で
は
、
グ
レ
イ
の
他
に
ル
タ
ー
・
ホ
ル
デ
ン
（Luther 

H
olden　

一
八
一
五
〜
一
九
〇
五　

英
）
や
サ
ー
・

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ベ
ル
（Sir C

harles B
ell 

一
七
七
四
〜

一
八
四
二　

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
）
の
解
剖
学
書
を
参
考

に
し
た
旨
が
巻
首
に
記
さ
れ
る
。

六
．
グ
レ
イ
を
め
ぐ
る
神
経
系
の
訳

語
に
つ
い
て

一
般
に
、
中
国
伝
統
医
学
の
流
れ
か
ら
は
、
今
日
的

な
神
経
系
の
概
念
が
直
接
に
は
起
き
な
か
っ
た
と
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
た
め
、
中
国
に
伝
わ
っ
て
き
た
西
洋
の

人
体
解
剖
学
の
中
で
も
特
に
、
神
経
系
に
関
す
る
内
容

表2　グレイの原書とその編訳書に掲載される解剖図数

グレイ原書章立て 初版 二版 五版 八版 『解剖
訓蒙図』

『全体闡微』 『全体通考』
グレイ
引用

非
グレイ

グレイ
引用

非
グレイ

GENERAL ANATOMY ― ― 67 93 ― 2 2 ― ―
The Skeleton 98 115 115 115 77 61 9 105 90
The Articulations 31 31 31 33 31 19 1 31 0
Muscles and Fasciae 57 58 58 60 58 31 3 58 2
The Arteries 29 31 31 31 31 3 27 31 4
The Veins 11 11 11 11 11 3 6 11 5
The Lymphatics 6 6 6 6 6 1 6 6 1
Nervous System 41 44 42 43 44 18 14 44 14
Organs of Sense 22 23 22 26 23 8 8 23 16
Organs of Digestion and 
their Appendages 32 32 34 42 32 6 13 32 21

The Thorax 3 4 4 4 3 1 3 4 10
Organs of Voice and Respiration 8 12 12 16 12 3 4 11 0
The Urinary Organs 4 4 4 16 4 1 3 4 0
Male Generative Organs 3 3 3 4 3 3 5 3 2
Female Organs of Generation 3 6 5 5 6 2 1 6 4
Surgical Anatomy of Inguinal 
Hernia

3 3 3 3 3 0 3 3 0

Surgical Anatomy of Femoral 
Hernia

5 6 6 4 6 0 2 6 0

Surgical Anatomy of Perineum 
and Ischio-Rectal Region 7 7 8 8 7 0 1 7 10

図数合計 363 396 462 520 357 162 111 385 179
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図1　『全体闡微』「第五対脳筋一二三枝図」

図3　グレイの原書第二版扉

図2　『全体通考』「第二百四十図」（上）／
「第二百四十三図」（下）

図4　グレイの原書第二版 fig. 280
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は
重
要
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
こ
と
を
念
頭
に
お
き
、
グ
レ
イ
の
人
体
解
剖
学
書
を
め
ぐ
る
神
経
系
の
解
剖
学
用
語
の
訳
語
を
焦

点
に
検
討
す
る
。

グ
レ
イ
の
原
書
で
は
、
初
版
・
第
二
版
・
第
五
版
・
第
八
版
の
い
ず
れ
の
版
に
お
い

て
も
、
脳
神
経
を
九
対
と
数
え
る
旧
説
を
ベ
ー
ス
に
し
な
が
ら
も
、
脳
神
経
を
十
二
対

と
数
え
る
新
説
を
併
記
し
て
い
る
（
図
5
参
照
）。
し
か
し
、『
解
剖
訓
蒙
図
』『
全
体

闡
微
』
の
両
書
で
は
十
二
対
の
新
説
の
み
を
採
用
し
、
十
二
対
の
各
脳
神
経
に
対
す
る

訳
語
を
定
め
て
い
る
。
一
方
、『
全
体
通
考
』
で
は
、
脳
神
経
を
十
二
対
と
数
え
る
新

説
に
つ
い
て
は
概
略
を
説
明
す
る
に
と
ど
め
、
脳
神
経
を
九
対
と
数
え
る
旧
説
に
従
っ

て
中
国
語
訳
を
与
え
て
い
る
（
表
3
参
照
）。

次
に
、『
解
剖
訓
蒙
図
』『
全
体
闡
微
』『
全
体
通
考
』
の
三
書
の
伝
え
る
脳
神
経
・

脊
髄
神
経
の
内
容
を
焦
点
に
、
そ
の
訳
語
を
表
3
〜
4
に
ま
と
め
た
。
な
お
、『
解
剖

訓
蒙
図
』
に
み
る
訳
語
は
、『
解
剖
訓
蒙
』
に
み
る
訳
語
と
同
様
で
あ
る
。
し
か
し
な

が
ら
『
解
剖
訓
蒙
図
』
は
、
グ
レ
イ
の
原
書
に
従
っ
て
解
剖
図
中
に
各
部
位
の
名
称
を

書
き
込
む
手
法
を
採
用
し
て
い
る
た
め
に
、
脳
神
経
の
一
部
の
俗
名
を
記
し
て
い
な
い

（
た
と
え
ば
、
動
眼
神
経
、
滑
車
神
経
は
第
四
対
、
第
五
対
と
記
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
）。

こ
の
た
め
、
下
記
の
表
3
〜
4
で
は
『
解
剖
訓
蒙
図
』
に
代
え
て
『
解
剖
訓
蒙
』
の
訳

語
を
比
較
対
照
と
し（

23
）た

。

グ
レ
イ
の
原
書
（
初
版
・
第
二
版
・
第
五
版
・
第
八
版
）
で
は
脊
髄
神
経
を
、
頚
神

経
八
対
、
胸
神
経
十
二
対
、
腰
神
経
五
対
、
仙
骨
神
経
五
対
、
尾
骨
神
経
一
対
の
合
計

図5　グレイの原書第二版 p 535　脳神経の節の冒頭
（グレイの原書初版・第五版・第八版も同様）
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表3　脳神経の訳語に関する比較
グレイ原書 『解剖訓蒙』 『全体闡微』 『全体通考』 現代日本語
1st/Olfactory. 第一対神経／

嗅神経
第一対脳筋／
鼻脳筋

第一対脳筋／
司臭脳筋

第 1脳神経／
嗅神経

2d/Optic. 第二対神経／
視神経

第二対脳筋／
眼脳筋

第二対脳筋／
司視脳筋

第 2脳神経／
視神経

3d/Motor oculi. 第三対／動眼
神経

第三対脳筋／
運眼脳筋

第三対脳筋／
運動眼球之脳
筋

第 3脳神経／
動眼神経

4th/Pathetic. 第四対神経／
滑車神経

第四対脳筋／
小脳筋

第四対脳筋／
滑車筋

第 4脳神経／
滑車神経

5th/Trifacial (Trigemini).※ 第五対神経／
三枝神経／

第五対脳筋／
三岔脳筋

第五対脳筋／
三岔筋

第 5脳神経／
三叉神経

6th Abducens. 第六対神経／
外送神経

第六対脳筋／
眼外脳筋

第六対脳筋／
眼外直肌脳筋

第 6脳神経／
外転神経

7th/Facial (Portio dura).※ 第七対神経／
顔面神経

第七対脳筋／
面脳筋

第七対脳筋／
瞼脳筋

第 7脳神経／
顔面神経

7th/Auditory 
(Portio mollis).※

第八対神経／
聴神経

第八対脳筋／
耳脳筋

第七対脳筋／
司聴脳筋

第 8脳神経／
内耳神経

8th/Glosso-pharyngeal. 第九対神経／
舌咽頭神経

第九対脳筋／
食管頭脳筋

第八対脳筋／
舌咽頭筋

第 9脳神経／
舌咽神経

8th/Peneumogastric 
(Par vagum).※

第十対神経／
肺胃神経

第十対脳筋／
長脳筋

第八対脳筋／
肺胃筋

第 10脳神経／
迷走神経

8th/Spinal accessory. 第十一対神経
／副行神経

第十一対脳筋
／両段脳筋

第八対脳筋／
副脊髄筋

第 11脳神経／
副神経

9th/Hypoglossal. 第十二対神経
／舌下神経

第十二対脳筋
／舌脳筋

第九対脳筋／
舌下筋

第 12脳神経／
舌下神経

（※ 表中の括弧内は、グレイの原書に記される別称。前掲の図 5参照）

表4　脊髄神経の訳語に関する比較
グレイ原書 『解剖訓蒙』 『全体闡微』 『全体通考』 現代日本語
cervical nerves 頚神経 頚脳筋 項筋 頚神経
dorsal nerves 背神経 背脳筋 背筋 胸神経
lumbar nerves 腰神経 腰脳筋 腰筋 腰神経
sacral nerves 薦骨神経 鈎脳筋 方筋 仙骨神経
coccygeal nerves 尾底骨神経 尾閭脳筋 尾［骨底］筋※ 尾骨神経

（※ 表中の角括弧部は、偏が骨、旁が底の漢字を表す）
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三
十
一
対
と
数
え
て
い
る
。
胸
神
経
に
つ
い
て
は
、dorsal nerves

（dorsal

は
「
背
部
の
」
の
意
）
と
呼
称
し
て
お
り
、
日
中
の
各

訳
書
は
こ
れ
に
従
っ
て
忠
実
に
訳
出
し
て
い
る
。
し
か
し
、『
解
剖
訓
蒙
』
が
原
書
と
し
た
レ
デ
ィ
ー
のA

n elem
entary treatise on 

hum
an anatom

y

に
よ
る
と
、dorsal nerves

に
当
た
る
脊
髄
神
経
をthoracic nerves

（thoracic

は
「
胸
部
の
」
の
意
）
と
呼
称
し

て
お
り
、『
解
剖
訓
蒙
』
が
グ
レ
イ
に
よ
る
呼
称
を
採
用
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
こ
と
に
は
、『
解
体
新
書
』『
重
訂
解
体
新
書
』

『
医
範
提
綱
』
の
三
書
が
い
ず
れ
も
「
背
神
経
」
の
訳
語
を
用
い
て
き
た
背
景
が
あ
る
。

七
．
日
中
の
神
経
系
の
訳
語
の
流
れ
に
つ
い
て

日
本
に
お
け
る
人
体
解
剖
学
の
訳
書
の
流
れ
で
は
、『
解
体
新
書
』『
重
訂
解
体
新
書
』『
医
範
提
綱
』
の
三
書
が
起
点
的
存
在
と
し

て
知
ら
れ
、
松
村
は
『
解
剖
訓
蒙
』
で
、
そ
れ
ら
三
書
に
み
る
訳
語
を
斟
酌
し
、
よ
り
適
し
た
も
の
を
選
択
し
た
と
み
ら
れ
る
（
た
と

え
ば
、
嗅
神
経
、
視
神
経
、
動
眼
神
経
等
）。
し
か
し
、
松
村
独
自
に
よ
る
訳
語
も
み
ら
れ
る
（
た
と
え
ば
、
滑
車
神
経
、
三
枝
神
経
、

外
送
神
経
等
）。
ま
た
、
レ
デ
ィ
ー
や
グ
レ
イ
の
原
書
で
は
新
説
の
十
二
対
の
各
脳
神
経
語
彙
が
記
さ
れ
て
お
り
、
旧
説
の
九
対
よ
り

増
加
し
た
分
に
つ
い
て
、
松
村
は
「
顔
面
神
経
」、「
舌
咽
頭
神
経
」、「
副
行
神
経
」
の
訳
語
を
新
た
に
創
出
し
て
い
る
。
松
村
が
創
出

し
た
訳
語
の
幾
つ
か
は
、
後
の
奥
山
虎
章
が
編
纂
し
た
『
解
剖
生
理
学
語
部
』（
一
八
八（

24
）一

）
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
（
た
と
え
ば
、

滑
車
神
経
、
顔
面
神
経
、
副
行
神
経
等
）。『
解
剖
生
理
学
語
部
』
は
独―

和
の
解
剖
生
理
学
用
語
辞
書
で
あ
る
が
、
巻
末
に
は
特
に
神

経
系
の
語
彙
を
体
系
的
に
示
し
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
な
お
、
同
じ
奥
山
虎
章
の
『
医
語
類
聚
』（
一
八
七
二
）
で
は
、
医
学

用
語
が
単
に
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
に
羅
列
さ
れ
る
だ
け
で
、
神
経
系
の
語
彙
は
体
系
的
に
示
さ
れ
て
い
な
い
ば
か
り
か
、
脳
神
経
の
一

部
を
記
す
の
み
で
あ（

25
）る

。

下
記
の
表
5
〜
6
に
、『
解
体
新
書
』『
重
訂
解
体
新
書
』『
医
範
提
綱
』『
解
剖
訓
蒙
』『
解
剖
生
理
学
語
部
』
の
五
書
に
記
さ
れ
る

脳
神
経
、
お
よ
び
脊
髄
神
経
に
関
す
る
主
要
語
彙
を
ま
と
め
た
。
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表5　日本における脳神経語彙の流れ
『解体新書』 『重訂解体新書』 『医範提綱』 『解剖訓蒙』 『解剖生理語部』
第一嗅覚神経 第一対［鼻臭］

神経※
第一対／［鼻臭］
神経※

第一対神経／嗅
神経

第一対／嗅神経

第二瞳神経 第二対鑑神経 第二対／視神経 第二対神経／視
神経

第二対／視神経

第三神経 第三対旋眼神経 第三対／動眼神
経

第三対神経／動
眼神経

第三対／動眼神
経

第四神経 第四対輾神経 第四対／運車神
経

第四対神経／滑
車神経

第四対／滑車神
経

第五神経 第五対分［シ瓜］
神経※※

第五対／分布神
経

第五対神経／三
枝神経

第五対／三叉神
経

第六神経 第六対外旋神経 第六対／牽引神
経

第六対神経／外
送神経

第六対／外旋神
経

― ― ― 第七対神経／顔
面神経

第七対／顔面神
経

第七聴神経 第七対聴神経 第七対／聴神経 第八対神経／聴
神経

第八対／聴神経

― ― ― 第九対神経／舌
咽頭神経

第九対／舌咽神
経

第八神経 第八対走散神経 第八対／蔓延神
経

第十対神経／肺
胃神経

第十対／迷走神
経

― ― ― 第十一対神経／
副行神経

第十一対／副行
神経

第九神経 第九対舌神経 第九対／味神経 第十二対／舌下
神経

第十二対／舌下
神経

（※ 表中の角括弧部は、偏が鼻、旁が臭の漢字を表す）
（※※ 表中の角括弧部は、偏が三水、旁が瓜の漢字を表す）

表6　日本における脊髄神経語彙の流れ
『解体新書』 『重訂解体新書』 『医範提綱』 『解剖訓蒙』 『解剖生理学語部』
第十神経 第十対項神経 第十対／項神経

頚神経　八対 頚神経　八対
項部　七対 項部　七対 項椎　七対
背部　十二対 背部　十二対 背椎　十二対 背神経　十二対 背神経　十二対
腰骨　五対 腰部　五対 腰椎　五対 腰神経　五対 腰神経　五対

膠骨　六対 薦骨　六対 薦骨　六対
薦骨神経　五対 薦骨神経　五対
尾底骨神経　一
対

尾［骨底］神経　
一対※

（※ 表中の角括弧部は、偏が骨、旁が底の漢字を表す）
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一
方
、
中
国
に
お
け
る
西
洋
医
学
の
起
点
的
編
訳
書
と
認
識
さ
れ
て
き
た
ホ
ブ
ソ
ン
に
よ
る
『
全
体
新
論
』
は
、
脳
神
経
を
九
対
と

数
え
る
旧
説
を
伝
え
た
に
過
ぎ
ず
、
ま
た
、
必
ず
し
も
解
剖
学
用
語
の
中
国
語
訳
を
確
定
し
て
い
な
い
。
た
と
え
ば
、
嗅
神
経
の
こ
と

を
「
入
鼻
司
聞
香
臭
（
鼻
に
入
り
、
香
り
や
臭
み
を
か
ぐ
の
を
司
る
）」、
頚
神
経
の
こ
と
を
「
在
頸
骨
裏
生
八
対
（
頸
骨
の
中
で
八
対

が
生
じ
る
）」
と
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
解
剖
学
の
各
事
項
を
中
国
文
で
説
明
し
た
に
過
ぎ
ず
、
解
剖
学
用
語
と
し
て
の
中
国
語
訳
を

定
め
て
い
な
い
も
の
が
多
数
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
ホ
ブ
ソ
ン
の
『
医
学
英
華
字
釈
』
で
も
同
様
で
あ
り
、
し
か
も
こ
の
書
で
は
脊
髄

神
経
に
つ
い
て
の
記
載
が
全
く
な
い
。
つ
ま
り
、
ホ
ブ
ソ
ン
の
『
全
体
新
論
』『
医
学
英
華
字
釈
』
の
両
書
が
伝
え
る
解
剖
学
に
関
す

る
内
容
は
、
不
充
分
な
も
の
で
あ
る
の
だ
。

先
に
触
れ
た
よ
う
に
、『
全
体
闡
微
』
で
は
脳
神
経
を
十
二
対
と
数
え
る
新
説
に
従
っ
て
中
国
語
訳
が
定
め
ら
れ
て
い
る
他
、
巻
末

の
対
訳
表
で
は
千
七
百
三
十
三
語
の
解
剖
学
用
語
の
中
国
語
訳
が
示
さ
れ
て
お
り
、『
医
学
英
華
字
釈
』
が
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
す
る
解
剖

学
に
関
す
る
六
百
五
十
四
の
見
出
し
語
と
比
較
し
て
も
、
充
分
な
内
容
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
ホ
ブ
ソ
ン
の
伝
え
た
解
剖
学
の
実
質
的
な
内
容
を
み
て
も
、
近
代
中
国
に
お
い
て
、
は
じ
め
て
本
格
的
な
解
剖
学

用
語
の
中
国
語
訳
を
確
定
さ
せ
る
役
割
を
果
た
し
た
の
は
、
実
は
『
全
体
闡
微
』
で
あ
っ
た
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
の
こ
と
は
先

述
し
た
よ
う
に
、
当
時
、
医
療
宣
教
師
と
し
て
最
も
顕
著
な
活
動
を
展
開
し
た
カ
ー
を
中
心
に
、『
全
体
闡
微
』
で
確
定
さ
れ
た
解
剖

学
用
語
の
中
国
語
訳
が
、
幅
広
く
支
持
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

下
記
の
表
7
〜
8
に
、
中
国
の
各
翻
訳
解
剖
学
書
に
お
け
る
脳
神
経
、
お
よ
び
脊
髄
神
経
に
関
す
る
主
要
語
彙
の
流
れ
を
ま
と
め
た
。

グ
レ
イ
の
原
書
で
は
、
脳
神
経
を
九
対
と
数
え
る
旧
説
に
、
十
二
対
と
数
え
る
新
説
を
補
足
す
る
に
と
ど
め
て
い
る
が
、
実
質
的
に

は
、
十
二
対
の
脳
神
経
の
全
名
称
を
あ
げ
て
い
る
こ
と
か
ら
、『
全
体
闡
微
』
で
は
新
説
の
十
二
対
の
数
え
方
に
従
っ
て
訳
語
が
定
め

ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
後
に
刊
行
さ
れ
た
『
全
体
通
考
』
で
は
、
グ
レ
イ
の
原
書
に
忠
実
に
従
い
、
新
説
は
あ
く
ま
で
補
足
扱
い
で
、

訳
語
も
九
対
の
数
え
方
に
依
拠
し
て
い
る
こ
と
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
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表7　中国における脳神経語彙の流れ
『全体新論』 『医学英華字釈』 『全体闡微』 『全体通考』

第一対入鼻司聞香臭 第一対入鼻孔司［鼻
臭］※

第一対脳筋／鼻脳筋 第一対脳筋／司臭脳
筋

第二対入眼珠司観万
物

第二対入眼司見 第二対脳筋／眼脳筋 第二対脳筋／司視脳
筋

第三対入眼肉司運動 第三対運眼上胞 第三対脳筋／運眼脳
筋

第三対脳筋／運動眼
球之脳筋

第四対入眼肉司運動 第四対運転眼肉 第四対脳筋／小脳筋 第四対脳筋／滑車筋
第五対司覚痛癢 第五対入頭面司運動 第五対脳筋／三岔脳

筋
第五対脳筋／三岔筋

第六対入眼肉司運動 第六対入眼直肉 第六対脳筋／眼外脳
筋

第六対脳筋／眼外直
肌脳筋

第七対一支分布面部
司運動

第七対入頭面司運動 第七対脳筋／面脳筋 第七対脳筋／瞼脳筋

第七対一支入耳内司
聴声

第七対又一支入耳司
聴

第八対脳筋／耳脳筋 第七対脳筋／司聴脳
筋

― ― 第九対脳筋／食管頭
脳筋

第八対脳筋／舌咽頭
筋

第八対入心肺与胃司
運用

第八対入心肺胃 第十対脳筋／長脳筋 第八対脳筋／肺胃筋

― ― 第十一対脳筋／両段
脳筋

第八対脳筋／副脊髄
筋

第九対入舌司運動及
別五味

第九対運動舌 第十二対脳筋／舌脳
筋

第九対脳筋／舌下筋

（※ 表中の角括弧部は、偏が鼻、旁が臭の漢字を表す）

表8　中国における脊髄神経語彙の流れ
『全体新論』 『医学英華字釈』 『全体闡微』 『全体通考』
頚骨裏生八対 ― 頚脳筋　八対 項筋　八対
背骨裏生十二対 ― 背脳筋　十二対 背筋　十二対
腰骨裏生五対 ― 腰脳筋　五対 腰筋　五対

尾骨裏生六対 ―
鈎脳筋　五対 方筋　五対
尾閭脳筋一対 尾［骨底］筋一対※

（※ 表中の角括弧部は、偏が骨、旁が底の漢字を表す）
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八
．
結　

び

表
3
〜
8
に
示
し
た
中
で
最
も
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
、
脳
神
経
を
十
二
対
、
脊
髄
神
経
を
頚
神
経
八
対
、
胸
神
経
十
二
対
、
腰
神
経

五
対
、
仙
骨
神
経
五
対
、
尾
骨
神
経
一
対
と
分
類
し
て
数
え
る
新
説
の
流
入
で
あ
る
。
日
本
で
は
、
レ
デ
ィ
ー
のA

n elem
entary treatise 

on hum
an anatom

y
を
も
と
に
編
訳
さ
れ
た
『
解
剖
訓
蒙
』
が
、
そ
れ
を
伝
え
る
媒
介
と
な
っ
て
い
る
が
、
す
で
に
述
べ
て
き
た
よ
う

に
、
そ
の
背
景
に
は
グ
レ
イ
の
原
書
も
間
接
的
に
係
わ
り
を
も
つ
。
一
方
、
中
国
に
お
い
て
は
、
主
に
グ
レ
イ
の
原
書
を
編
訳
の
ベ
ー

ス
と
し
た
『
全
体
闡
微
』
が
そ
れ
を
伝
え
て
い
る
。
グ
レ
イ
の
原
書
の
影
響
は
、
日
本
に
お
い
て
は
あ
く
ま
で
間
接
的
な
も
の
で
あ
っ

た
の
に
対
し
て
、
中
国
に
お
い
て
は
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
当
時
の
グ
レ
イ
の
原
書
各
版
で
は
、
脳
神
経
を

九
対
と
数
え
る
旧
説
を
主
軸
と
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、『
全
体
通
考
』
で
は
脳
神
経
を
九
対
と
し
て
伝
え
て
お
り
、『
全
体
闡
微
』
が

早
々
に
新
説
の
十
二
対
の
数
え
方
を
中
国
に
も
た
ら
し
た
の
に
対
し
て
、
医
学
史
的
に
逆
行
す
る
結
果
と
な
っ
た
。

す
で
に
論
じ
て
き
た
よ
う
に
、『
全
体
新
論
』
に
は
解
剖
学
用
語
の
中
国
語
訳
を
確
定
さ
せ
る
意
図
を
も
っ
た
も
の
は
な
く
、
カ
ー

を
中
心
と
し
た
広
東
・
上
海
・
福
州
に
お
け
る
医
療
宣
教
師
た
ち
の
統
一
的
な
意
図
を
受
け
て
刊
行
さ
れ
た
『
全
体
闡
微
』
が
、
近
代

中
国
で
は
じ
め
て
そ
の
役
割
を
担
っ
た
。
し
か
し
、『
全
体
通
考
』
で
は
、『
全
体
闡
微
』
の
定
め
た
中
国
語
訳
を
用
い
な
か
っ
た
た
め

に
、
清
末
の
中
国
に
お
け
る
解
剖
学
用
語
の
訳
語
は
、
完
全
に
統
一
さ
れ
た
も
の
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
清
末
の
中
国
に
お

け
る
解
剖
学
用
語
の
中
国
語
訳
に
は
、
広
東
や
上
海
、
そ
し
て
福
州
の
三
地
方
を
中
心
に
活
動
す
る
医
療
宣
教
師
た
ち
の
間
で
用
い
ら

れ
た
も
の
と
、
清
朝
政
府
の
附
属
機
関
と
し
て
中
央
で
翻
訳
事
業
を
展
開
す
る
京
師
同
文
館
で
用
い
ら
れ
た
も
の
の
二
つ
の
異
な
る
流

れ
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

日
本
に
お
い
て
は
、
杉
田
玄
白
がzenuw

en

の
訳
語
と
し
て
「
神
経
」
の
語
を
創
出
し
、
今
日
に
続
く
。
一
方
、
中
国
に
お
い
て
は
、

ホ
ブ
ソ
ン
がnerve

の
訳
語
と
し
て
「
脳
筋
」
の
語
を
創
出
し
、
ホ
ブ
ソ
ン
に
続
く
医
療
宣
教
師
た
ち
も
基
本
的
に
「
脳
筋
」
の
訳
語
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を
用
い
た
。
し
か
し
、「
脳
筋
」
の
訳
語
は
「
脳
か
ら
伸
び
る
神
経
」
が
直
接
の
意
味
で
、
脳
神
経
に
限
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、

広
義
の
神
経
を
指
す
訳
語
と
し
て
は
不
適
切
で
あ
る
と
い
う
問
題
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
中
国
に
と
っ
て
全
く
は
じ
め
て
の

nerve
と
い
う
概
念
が
、
全
く
不
適
切
な
「
脳
筋
」
の
訳
語
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
、
し
か
も
、「
脳
筋
」
の
訳
語
は
神
経
系
の
各
語
彙
の

最
も
核
と
な
る
語
と
し
て
用
い
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
ホ
ブ
ソ
ン
に
よ
る
『
全
体
新
論
』
が
刊
行
さ
れ
た
一
八
五
一
年
か
ら
一
九
一
一
年

の
辛
亥
革
命
ま
で
を
数
え
て
も
、
半
世
紀
を
超
え
る
期
間
、
医
療
宣
教
師
た
ち
が
西
洋
医
学
を
中
国
に
移
入
す
る
中
心
的
役
割
を
担
っ

て
き
た
。
し
か
し
、
辛
亥
革
命
直
前
に
は
日
本
経
由
で
西
洋
医
学
が
流
入
し
は
じ
め
、
民
国
期
に
至
っ
て
か
ら
は
、
ホ
ブ
ソ
ン
を
起
点

と
す
る
医
療
宣
教
師
た
ち
が
創
出
し
た
解
剖
学
用
語
の
中
国
語
訳
は
、
和
製
漢
語
で
置
き
換
え
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

謝
　

辞

本
稿
執
筆
に
当
た
り
、
富
士
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
小
林
節
太
郎
基
金
研
究
助
成
の
一
部
、
お
よ
び
立
教
大
学
学
術
推
進
特
別
重
点
資
金
研
究

助
成
の
一
部
を
使
用
し
た
。
両
機
関
の
ご
厚
意
に
対
し
て
、
こ
こ
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
ま
た
、
査
読
委
員
の
先
生
方
か
ら
の

ご
助
言
に
対
し
て
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。

注
お
よ
び
文
献

（
1
）M

em
orials of P

rotestant m
issionaries to the chinese A

m
erican P

resbyterian m
ission press 1867

（
成
文
出
版
社
影
印
、
一
九
六
七
）
で

は
、『
全
体
新
論
』
をtreatise on physiology

と
紹
介
し
て
い
る
が
、
解
剖
学
の
内
容
も
扱
い
、
解
剖
図
を
多
数
掲
載
す
る
こ
と
等
か
ら
、
一

般
に
は
解
剖
生
理
学
書
と
認
識
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

（
2
）『
西
医
略
論
』
序
に
「
全
体
新
論
…
広
為
伝
布
．
蓋
中
土
士
丈
夫
皆
知
為
有
用
之
書
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
る
。
合
信
『
西
医
略
論
』
江
蘇
上
海

仁
済
書
館
蔵
版
、
一
八
五
七
（
筆
者
蔵
）
参
照
。

（
3
）『
全
体
新
論
』
の
解
剖
図
を
引
用
す
る
中
西
医
匯
通
派
の
医
学
書
の
例
と
し
て
、
羅
定
昌
の
『
西
医
医
粋
』（
一
八
八
七
）、
唐
宗
海
の
『
中
西
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匯
通
医
経
精
義
精
義
』（
一
八
九
二
）、
朱
沛
文
の
『
華
洋
臓
象
約
纂
』（
一
八
九
三
）
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
詳
細
は
、
拙
稿
「
中
華
文
明
上
に

組
み
込
ま
れ
る
西
洋
医
学
」『
或
問
』
一
〇
号
、
近
代
東
西
言
語
文
化
接
触
研
究
会
、
二
〇
〇
五
参
照
。

（
4
）
本
稿
で
は
、
現
存
本
が
多
く
あ
り
、
中
国
で
最
も
広
く
読
ま
れ
た
と
み
ら
れ
る
合
信
『
全
体
新
論
』
江
蘇
上
海
墨
海
書
館
蔵
版
、
咸
豊
元
年

（
一
八
五
一
）（
筆
者
蔵
）
で
検
討
し
た
。
こ
の
版
の
扉
は
、「
咸
豊
元
年
新
鐫
」
で
あ
る
が
、
咸
豊
三
年
に
つ
く
る
「
賛
」
一
葉
が
加
え
ら
れ
て

い
る
。
な
お
、
初
版
本
（H

arvard-Yenching L
ibrary

蔵
参
照
）
で
は
石
印
に
よ
る
七
枚
の
解
剖
図
が
織
り
込
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
は
四
十
八

の
解
剖
図
が
あ
る
が
、
内
容
的
に
は
本
篇
に
示
さ
れ
る
解
剖
図
と
重
複
す
る
も
の
が
多
々
あ
る
。

（
5
）
本
稿
で
『
解
体
新
書
』
は
、
小
川
鼎
三
監
訳
、
酒
井
恒
編
訳
『
タ
ー
ヘ
ル
・
ア
ナ
ト
ミ
ア
と
解
体
新
書
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
一
九
八
六
を
、

『
重
訂
解
体
新
書
』
は
、
杉
田
玄
白
新
訳
、
大
槻
玄
沢
重
訂
『
重
訂
解
体
新
書
』
東
都
書
肆　

千
鍾
房
、
文
政
九
年
（
一
八
二
六
）
京
都
大
学
附

属
図
書
館
蔵
、
お
よ
び
『
重
訂
解
体
新
書
銅
版
全
図
』
芝
蘭
堂
、
文
政
四
年
（
一
八
二
一
）
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
を
、『
医
範
提
綱
』
は
、

宇
田
川
玄
真
『
医
範
提
綱
』
風
雲
堂
、
文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）、
九
州
大
学
附
属
図
書
館
医
学
分
館
蔵
を
参
照
し
た
。

（
6
）『
全
体
闡
微
』
の
オ
ス
グ
ッ
ド
に
よ
る
序
に
「
合
信
氏
．
曽
著
全
体
新
論
一
書
．
搬
西
医
之
大
略
」
と
あ
る
。
本
稿
で
『
全
体
闡
微
』
は
、
柯

為
良
『
全
体
闡
微
』
福
州
聖
教
医
館
蔵
板
、
一
八
八
一
（
上
海
図
書
館
蔵
）、
お
よ
び
柯
為
良
『
全
体
闡
微
』
惜
蔭
書
屋
、
一
九
〇
五
（
上
海
図

書
館
蔵
）
等
を
参
照
。

（
7
）『
保
福
山
聖
教
医
館
略
述
十
八
編
』
福
州
美
華
書
局
、1893

（H
arvard-Yenching L

ibrary

蔵
）
参
照
。

（
8
）『
全
体
闡
微
』
は
一
九
〇
五
年
に
も
（
前
掲
、
惜
蔭
書
屋
）
縮
刷
再
版
さ
れ
て
い
る
が
、
巻
構
成
を
全
三
巻
と
し
た
こ
と
、
巻
末
の
対
訳
表
を

廃
止
し
た
こ
と
以
外
、
内
容
に
異
同
は
み
ら
れ
な
い
。

（
9
）『
全
体
闡
微
』
に
あ
るH

.T. W
hitney

ら
に
よ
るpreface
（
英
文
序
）
を
参
照
。

（
10
）
本
稿
で
『
医
学
英
華
字
釈
』
は
、B

enjam
in H

obson 1858 A
 m

edical vocabulary in E
nglish and C

hinese

（『
医
学
英
華
字
釈
』）Shanghae 

M
ission P

ress

（
立
教
大
学
図
書
館
海
老
沢
文
庫
所
蔵
）
参
照
。『
医
学
英
華
字
釈
』
に
示
さ
れ
る
解
剖
学
用
語
の
中
国
語
訳
の
問
題
に
つ
い
て

は
、
拙
稿
「
ホ
ブ
ソ
ン
（
合
信
）
に
み
る
解
剖
学
的
語
彙
」『
或
問
』
一
一
号
、
近
代
東
西
言
語
文
化
接
触
研
究
会
、
二
〇
〇
六
で
詳
論
し
た
。

（
11
）『
全
体
闡
微
』
の
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
ら
に
よ
る
英
文
序
に
、In accordance w

ith the desire of the C
om

m
ittee on Text-books, appointed by 

Shanghai C
onference in 1877, D

r. D
. W

. O
sgood undertook the w

ork of preparing the A
natom

y for the Text-book series.

と
あ
る
。

（
12
）
吉
田
寅
『
中
国
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
伝
道
史
研
究
』
汲
古
書
院
一
九
九
七
、三
一
六
頁
、
お
よ
び
、
馬
伯
英
『
中
外
医
学
文
化
交
流
史
』
文
匯
出

版
社
、
一
九
九
三
、四
〇
二
頁
参
照
。
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（
13
）
嘉
約
翰
『
西
医
内
科
全
書
』
羊
城
博
済
医
局
蔵
板
、
一
八
八
二
（
上
海
図
書
館
蔵
）
の
総
例
に
「
凡
臓
腑
肢
体
及
肌
膚
血
脈
各
処
名
目
甚
多
．

皆
照
全
体
闡
微
訳
定
之
名
目
而
用
」、
嘉
約
翰
『
衛
生
要
旨
』
益
智
書
会
、
一
八
八
三
（
上
海
図
書
館
蔵
）
の
論
内
外
集
益
の
篇
に
「
臓
腑
各
部

高
下
．
位
置
不
同
．
功
用
各
別
．
另
有
専
書
備
述
．
査
閲
全
体
闡
微
更
知
其
詳
」、
嘉
約
翰
『
体
用
十
章
』
羊
城
博
済
医
局
蔵
板
、
一
八
八
四

（
上
海
図
書
館
蔵
）
の
例
言
に
「
書
中
所
用
各
名
目
．
皆
照
全
体
闡
微
訳
就
之
名
用
之
以
帰
画
一
」
と
あ
る
。

（
14
）
嘉
約
翰
『
内
科
闡
微
』（
再
版
本
）
羊
城
博
済
医
局
蔵
板
、
一
八
八
九
（
上
海
図
書
館
蔵
）
参
照
。
な
お
、『
内
科
闡
微
』
の
初
版
は
一
八
七
三
年
。

（
15
）
本
稿
で
『
全
体
通
考
』
は
、
徳
貞
『
全
体
通
考
』
同
文
館
、
一
八
八
六
（
筆
者
蔵
）
参
照
。

（
16
）
鄧
鉄
涛
主
編
『
中
国
医
学
通
史
』（
近
代
巻
）
人
民
衛
生
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
、三
二
〇
〜
三
二
一
頁
、
四
八
五
頁
参
照
。

（
17
）
松
村
矩
明
『
解
剖
訓
蒙
図
』
啓
蒙
義
舎
蔵
版
、
一
八
七
二
（
国
会
図
書
館
蔵
）
を
参
照
。

（
18
）Joseph L

eidy A
n elem

entary treatise on hum
an anatom

y P
hiladelphia J. B

. L
ippincott, 1861

（
大
阪
大
学
附
属
図
書
館
生
命
科
学
分
館

蔵
）、
お
よ
び
、
約
瑟
列
第
（
ジ
ヨ
セ
フ
・
レ
デ
ー
）
原
著
、
松
村
矩
明
訳
『
解
剖
訓
蒙
』
啓
蒙
義
舎
、
一
八
七
二
（
東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
）

を
参
照
。

（
19
）
他
に
、
グ
レ
イ
の
原
書
以
外
か
ら
引
用
の
人
体
解
剖
図
が
一
つ
（
乾
巻
「
全
体
総
筋
之
図
」）
が
み
ら
れ
る
。

（
20
）
本
稿
で
は
、
初
版
はH

enry G
ray A

natom
y, descriptive and surgical john W

. parker and son 1858

（C
hartw

ell B
ooks.Inc 1991

影
印
）、

第
二
版
はH

enry G
ray A

natom
y, descriptive and surgical (second edition) P

hiladelphia H
enry. C

. L
ea. 1867

（1860 second edition

の

再
版
本
）、
第
五
版
はH

enry G
ray A

natom
y, descriptive and surgical (fifth edition edited by T. H

olm
es) L

ondon L
ongm

ans. G
reen. 

and. C
o. 1869

（
名
古
屋
大
学
附
属
図
書
館
医
学
部
分
館
蔵
）
な
ら
び
にP

hiladelphia H
enry. C

. L
ea. 1870

（
東
京
大
学
医
学
図
書
館
蔵
）、
第

八
版
はH

enry G
ray A

natom
y, descriptive and surgical (eighth edition edited by T. H

olm
es) P

hiladelphia H
enry. C

. L
ea. 1878

（
筆
者

蔵
）
参
照
。

（
21
）
西
野
嘉
章
「
医
学
解
剖
と
美
術
教
育
」（
東
京
大
学
編
『
学
問
の
ア
ル
ケ
オ
ロ
ジ
ー
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
七
）
一
四
七
頁
参
照
。

（
22
）
グ
レ
イ
の
原
書
第
五
版
の
解
剖
学
総
論
の
章
に
あ
る
解
剖
図
の
う
ち
、『
解
剖
訓
蒙
図
』
に
も
み
ら
れ
る
も
の
は
、
七
十
五
丁
に
あ
る
「
牝
豕

之
胚
卵
之
図
」、
八
十
二
丁
に
あ
る
「
於
背
部
之
中
央
横
断
其
髄
之
灰
白
質
之
図
」
と
「
於
腰
部
膨
大
之
中
央
横
断
其
髄
之
灰
白
質
之
図
」、

八
十
三
丁
に
あ
る
「
於
腰
部
膨
大
之
中
央
縦
断
其
髄
之
灰
白
質
之
図
」、
九
十
一
丁
に
あ
る
「
横
断
皮
膚
之
図
」
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の

図
は
前
後
の
解
剖
図
の
配
置
か
ら
判
断
し
て
、
解
剖
学
総
論
の
章
立
て
を
も
た
な
い
グ
レ
イ
の
原
書
第
二
版
に
み
る
図
の
配
置
と
同
様
で
あ
る
。

こ
れ
ら
『
解
剖
訓
蒙
図
』
の
解
剖
図
と
、
グ
レ
イ
の
原
書
第
二
版
の
該
当
す
る
解
剖
図
の
挿
入
さ
れ
る
章
名
、
な
ら
び
に
解
剖
図
に
付
さ
れ
る
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番
号
を
示
す
と
、
七
十
五
丁
の
図
はfem

ale organs of generation

の
章
に
挿
入
さ
れ
るfig.379

、
八
十
二
丁
・
八
十
三
丁
の
図
はnervous 

system

の
章
に
挿
入
さ
れ
るfig.257

・fig.258

・fig.259

、
九
十
一
丁
の
図
はorgans of the senses

の
章
に
挿
入
さ
れ
るfig.297

に
そ
れ
ぞ
れ

対
応
す
る
。
グ
レ
イ
の
原
書
第
五
版
で
そ
れ
ら
の
図
は
、
全
て
解
剖
学
総
論
（G

eneral A
natom

y

）
の
章
に
配
置
換
え
さ
れ
て
い
る
。

（
23
）『
解
剖
訓
蒙
図
』
に
記
さ
れ
る
脳
神
経
の
訳
語
を
以
下
に
示
し
て
お
く
。
嗅
神
経　

視
神
経　

顔
面
神
経　

聴
神
経　

舌
咽
頭
神
経　

肺
胃
神

経　

副
行
神
経　

舌
下
神
経　

第
二
対　

第
三
対　

第
四
対　

第
五
対　

第
六
対　

第
九
対　

第
十
対　

第
十
一
対

（
24
）
奥
山
虎
章
『
解
剖
生
理
学
語
部
』
名
山
閣
、
一
八
八
一
（
筆
者
蔵
）
参
照
。

（
25
）
奥
山
虎
章
『
医
語
類
聚
』
一
八
七
二
（『
明
治
期
専
門
術
語
集
』
有
精
堂
、
一
九
八
五
影
印
）
参
照
。
ま
た
、
同
じ
く
奥
山
虎
章
に
よ
る
『
増

訂
医
語
類
聚
』（
一
八
七
八
）
で
は
、
巻
末
に
「
神
経
略
表
」
と
し
て
神
経
系
の
語
彙
が
体
系
的
に
示
さ
れ
て
い
る
が
、
脳
神
経
を
九
対
と
数
え

る
旧
説
に
従
っ
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
呼
称
に
若
干
の
違
い
が
み
ら
れ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
第
五
対
ま
で
は
『
解
剖
生
理
学
語
部
』
と
同

様
で
あ
る
が
、
第
六
対
は
牽
引
神
経
、
第
七
対
は
硬
部
・
軟
部
に
区
分
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
順
に
顔
面
神
経
・
聴
神
経
、
第
八
対
で
は
小
分
類
と

し
て
舌
咽
神
経
・
迷
走
神
経
・
副
項
神
経
が
あ
げ
ら
れ
、
第
九
対
は
舌
下
神
経
と
し
て
い
る
。
脊
髄
神
経
に
つ
い
て
も
、『
解
剖
生
理
学
語
部
』

の
数
え
方
や
呼
称
と
に
若
干
の
異
同
が
あ
り
、
項
神
経
を
七
対
、
薦
神
経
と
し
て
六
対
を
数
え
て
い
る
（
奥
山
虎
章
『
増
訂
医
語
類
聚
』
名
山

閣
、
一
八
七
八
、
国
会
図
書
館
蔵
参
照
）。



松本秀士：清末刊行の中国文人体解剖学書について 568

C
hinese B

ook
s on H

um
an A

natom
y P

ublished in the L
ate Q

ing D
ynasty

H
ideshi M

AT
SU

M
O

T
O

Q
uanti-chanw

ei (1881) is the first technical book on hum
an anatom

y w
ritten in C

hinese and brought to 

M
odern C

hina. It w
as com

piled and translated on the basis of A
natom

y, D
escriptive and Suurgical (firstedi-

tion in 1858) by H
enry G

ray. Q
uanti-chanw

ei w
as published w

ith intent to establish C
hinese translations 

for term
s referring to anatom

y, and it gained broad support from
 m

edical m
issionaries w

ho m
ainly served 

in G
uangdong, Shanghai, and Fuzhou at that tim

e. Q
uanti-tongkao (1886) w

as also com
plied and translated 

on the basis of G
ray’ A

natom
y, D

escriptive and Surgical. It w
as published from

 Jingshi Tongw
en G

uan, T
he 

A
cadem

y of Foreign L
anguages in the Q

ing dynasty, and they selected different w
ords for the translation 

into C
hinese from

 Q
uanti-chanw

ei. T
hus, although G

ray’ A
natom

y, D
escriptive and Surgical played a great 

role in the introduction of W
estern M

edicine into M
odern C

hina, there w
as no accordance betw

een the 

national governm
ent and the provinces regarding C

hinese translations for term
s referring to anatom

y.


